
【内 科】 

 

１． 概要・特徴 

 膠原病、内分泌、代謝、腎臓、血液、感染症、呼吸器（悪性腫瘍を除く）、など各疾患群の

診療を行っている。専門医もしくは常勤医のいない神経、アレルギー疾患群に関しては、外来

対応が主となる。 

 

２． 一般目標 

１）内科疾患について適切な診断、治療を行うことを目標とする。そのため、内科領域の基本

的な臨床知識を習得し、診断に必要な問診、診察、検査を行えるようにする。 

２）各疾患に対する薬物療法、化学療法を理解し、指導医の指導のもと、適切に行えることを

目標とする。 

 

３． 行動目標 

１）患者の病歴聴取とカルテ記載ができる。 

２）内科疾患の診断に必要な診察を行うことができる。 

３）診断に必要な検査を選択し実施できる。 

４）疾患ごとに病態から適切に治療方法を選択し、治療を指導医のもとで実施できる。 

５）救急疾患において、内科疾患の診断、治療および他疾患の除外診断を行うことができる。 

 

４． 研修方略 

１）内科チームの１人として指導医の指導のもと、外来、入院患者の診察にあたり、患者への

対応方法、病歴聴取を習得し各疾患の理解を深める。 

２）1か月はチームの担当医の一人として、もう 1か月は特定の入院患者の担当医となり、指導

医の指示のもと、検査、処方、指示だしなど病棟業務を行うことができる。 

３）週１回、指導医の指示のもと、外来診療を行うことができる。 

４）月１例、病歴要約を作成し、発表できる。 

５）研修２年目では、内科救急患者の初期対応にあたり、必要な検査を行い、指導医の指示

のもと、帰宅または入院を判断する。 

６）研修２年目で希望があれば、夜間の内科救急患者の初期対応にあたり、必要な検査を行

い、指導医の指示のもと、帰宅または入院を判断する。 

※２回目以降ローテートする場合は、指導医・上級医が研修医の能力レベルを見極め個別に

判断し研修を実施する。 

 

５． 週間スケジュール 

 



 

 

 

＊外来の曜日はチームによって異なります。隔月で腎臓内科外来が月 1日あります。 

 処置が不定期に入ります。最終週の内科ｶﾝﾌｧﾚﾝｽは症例発表になります。 

 

６． 指導体制 

指導責任者：第二内科部長 永嶋 貴博 

 

７． 評価方法 

北見赤十字病院初期臨床研修プログラムの規定に準ずる。 

月 火 水 木 金

午前 病棟回診 病棟回診 病棟回診 病棟回診 病棟回診

外来

午後 外来

夕方 病棟回診 病棟回診 病棟回診 病棟回診 病棟回診

チームｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 内科ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ チームｶﾝﾌｧﾚﾝｽ

月 火 水 木 金

午前 病棟回診 病棟回診 病棟回診 病棟回診 病棟回診

外来

午後 外来

夕方 カルテ回診 カルテ回診 カルテ回診 カルテ回診 カルテ回診

内科ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ


